
まえがき用鋼板としては，成形性や溶接性の一層の向上が求められた。そこで既に 440MPa 級で開発されたCr 添加複合

組織強化鋼

5）

添加することで，伸び特性の改善と溶接性の確保の

両立を可能にした。
開発鋼の成分例を表 1に示す。本開発鋼は上記した成分
設計により工業量産レベルにおいても安定した特性を得
ることができる。

 590MPa 級低 YP型合金化溶融
亜鉛めっき鋼板の化学成分

Table 1 Chemical compositions of 590 
MPa grade low YP type hot dip 
galvannealed steel

590MPa級低YP型合金化溶融亜鉛めっき鋼板の特性
　
Characteristics of 590MPa Grade Low YP Type Hot Dip Galvannealed 
Steel Sheet





厚ごとに開発衡臨毌ナゲゴ 径をま酷覽たも 燓





で供給する体制の構築が鉄鋼メーカの大きな課題となっ
ている。当社は本開発鋼を 2000 年に U. S. Steel 社へ技
術供与し，同社との合弁である PRO-TEC COATING 
COMPANY社にて量産体制を整えた。既に北米の日系自


